啓林館　地学基礎　（地基303）　観点一覧

[内容の難易度]

· 地学基礎で学ぶべき基本的な概念・事項・事柄が学習指導要領に照らして十分に取り上げられており，センター試験にも十分対応できる詳しい内容となっている。
· 基本的な事項・重要概念については本文で懇切ていねいに解説され，さらに図・写真なども活用して分かりやすく工夫されており，理科を不得手とする生徒にも理解できるように配慮されている。

· 必要十分な発展的な内容が本文の内容と関連して適切に配置され，本文の理解が深まるようになっている。
[内容の取扱い]

· 新燃岳の噴火による火山灰被害や，東北地方太平洋沖地震，緊急地震速報など身近な素材が取り上げられ，生徒の興味や関心を高める配慮がなされている。
· 序章の「太陽系の中の地球」「日本の天気」などで中学校理科での学習内容をふり返り，スムーズに学習が始められるように工夫されている。
· 「すばる望遠鏡」など，最先端の観測施設や最新の知見・情報も囲みの「参考」や「発展」で補足されており，生徒の興味を喚起する配慮がなされている。
· 重要語を太字で強調するなど，効率のよい学習ができるように配慮されている。
· 本文の随所に「問」，各部の末に「部末問題」があり，地学の基礎的な概念についての理解を深めることができる。図表から考えさせる問題も収録され，応用力がつくよう工夫されている。
· 本文に関連した岩石や古生物，天体などの写真や図が豊富である。
· 手軽に取り組める「やってみよう」や「実習」，「探究活動」などが配置され，生徒の自主的・自発的学習を促す適切な工夫がなされている。
[単元の構成・配列及び分量]

· 地学基礎の各領域に準じて，第１部(固体地球)，第２部(地史)，第３部(気象)，第４部(宇宙)とし，オーソドックスな構成・配列とした。また，その後に第５部（環境・災害）を配置した。
· 各部・各章の内容が相互に関連をもち，系統的に学習できるように構成されている。
· 各部の学習内容は章・節・大項目・小項目等の見出しで区切って明瞭に示され，効果的な学習が進められるように配慮されている。
· 各部・各章の扉前書でも学習内容の紹介・動機づけがなされ，自主的・自発的学習ができるよう配慮されている。
[その他]

· ページ数のわりに薄く軽い。
· 付録の透明シートで，実習（プレート境界の地学現象，宇宙の膨張）が簡単に行える。
· 見返しのカラー図・写真資料も美しく，地学への関心・興味づけを助けている。
· 太陽や惑星の数表，地質時代の区分と各時代の特徴など，巻末や見返しの補足資料も十分である。

